
 

   
 2018 年原水爆禁止国民平和大行進・北海道→東京コース（太平洋）の宮城県行進実行委員会は 5

月 8 日、手分けして自治体を訪問し、懇談しました。宮城県原水協の川名直子事務局長の Facebook

投稿を紹介します。 
 
6月 17日～24日の国民平和大行進の実行委員として、今週

は実行委員で手分けして宮城県内の自治体を訪問し、ペナント

への署名や協賛金集めをしました。 

今日は県北を周り、栗原市では市長さんが対応してください

ました(^^) 

核兵器廃絶については大事な課題と認識してくださってい

ます。とても心強く感じました。行進へのメッセージも用意し

ていてくださいました。調整ができたら、直接当日ご挨拶して

くださるとのこと。 

どこの自治体でも、快くペナント署名や協賛金のご協力をし

てくださいます。これまでの先輩方の長年の積み重ねと、被爆

者の皆さんの運動の賜物です。 

宮城では35自治体のうち、33自治体の首長さんと知事に「ヒ

バクシャ国際署名」にサインしていただいています。また、核

兵器禁止条約への批准を政府に求める意見書を 11自治体が提

出しています。全自治体を目指してこれからも頑張ります!! 

（宮城県原水協事務局長・川名直子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりくみの写真や記事を antiatom55@hotmail.comまでお送りください。 

やむを得ない事情により、沖縄の日程が 6/3-6/9から 6/4-6/10に変更となりました。ご注意ください。 
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